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平成３０年１１月１５日 
岐 阜 大 学 

 
 

平成 33 年度（2021 年度）大学入学者選抜について（予告） 
 
 

岐阜大学は、平成 29 年 7 月 13 日付け 29 文科高第 355 号「平成 33 年度大学入学者選抜実施要
項の見直しに係る予告について（通知）」（文部科学省高等教育局長通知）、「大学入学共通テスト
実施方針」を踏まえ、平成 33 年度（2021 年度）入学者選抜について、以下のとおり決定しまし
たので、お知らせします。 
 
１．入試区分 
 入試区分の名称を次のとおり変更します。 

現   行 変 更 後 
一般入試 一般選抜 

推薦入学Ⅰ特別入試 学校推薦型選抜Ⅰ（共通テストを課さない選抜） 
推薦入学Ⅱ特別入試 学校推薦型選抜Ⅱ（共通テストを課す選抜） 

社会人特別入試 社会人選抜 
帰国生特別入試 帰国生選抜 

私費外国人留学生特別入試 私費外国人留学生選抜 
 
２．大学入学共通テスト 
（１）５教科７科目の原則 

「一般選抜」において第一次試験として、高等学校等における基礎的教科・科目についての
学習の達成度を測るため５教科７科目とします。 

 
（２）英語４技能の評価 

平成 32 年度（2020 年度）以降の「大学入学共通テスト」（以下、「共通テスト」）の枠組みに
おける５教科７科目の位置づけとして英語認定試験を「一般選抜」の全受験生に課すとともに、
平成 35 年度（2023 年度）に実施する平成 36 年度（2024 年度）入学者選抜までは、大学入試
センターの共通テストにおいて実施される英語試験を併せて課します。 

対象とする認定試験は、受験生の受験機会の公平性を保証する観点から、大学入試センター
が認定した全ての資格・検定試験とします。 

 
（３）記述式問題（国語・数学） 

５教科７科目を課す原則の下、記述式問題を含む国語及び数学を、「一般選抜」の全受験生に
課します。 
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（４）英語の認定試験及び記述式問題（国語・数学）の具体的な活用方法 
① 英語認定試験結果の活用 

   医学部医学科は、CEFR 対照表における「Ａ2」以上を出願資格とします。 
   その他の学部等は、CEFR 対照表に基づく一定の水準に応じ、学部等によって点数を定め、

共通テストの英語試験の得点に加点します。 
 

② 国語の記述式試験結果の活用 
 国語の記述式問題の段階別成績表示については、その結果を点数化してマークシート式の
得点に加点します。 

 
③ 数学の記述式試験結果の活用 

   数学の記述式問題の段階別成績表示については、正誤のみの判定であること、及び大問の
中でマークシート式問題と一体で出題され記述式問題にも配点がなされることから、従来の
マークシート式と同様の扱いとします。 

 
３．個別大学入学者選抜 
（１）「一般選抜」 

① 高度な記述式試験の実施 
   個別試験において、高度な記述式試験の実施に努めます。 
 

② 調査書や志願者本人が記載する資料等の活用 
   調査書や志願者本人が記載する資料、面接等の活用を検討し、実施可能なものから導入し

ます。 
 

③ 分離分割方式の継続 
   従来どおり試験日程を前期日程と後期日程に分離した方式を維持します。 
 
（２）「学校推薦型選抜」 
 ① 共通テストを課さない選抜 

小論文、面接、調査書及び志願者本人が記載する資料等を活用します。 
 

②共通テストを課す選抜 
  共通テストの得点のほか、小論文、面接、調査書及び志願者本人が記載する資料等を活用

します。 
共通テストの取り扱いは、上記２．大学入学共通テストの（１）～（４）と同様です。 

 
４．今後の公表予定 
  英語認定試験及び国語記述式問題の加点方法については、決定次第公表します。 


